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令和 5（2023）年 10月 

ひろぎんエリアデザイン株式会社  



 

 

組織成果につながるダイバーシティ経営への転換 

全員活躍組織のつくり方 ②教育体制［ソフト］とマネジメント編  実施報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

●第 1 部 講演（13:35～15:00） 

「素晴らしい制度があっても意欲や能力の発揮につながらない理由がここに 

あった？！ダイバーシティ経営にはトップの旗振りと持続的な教育が必要」 

講師：株式会社プラウド 代表取締役社長 山本幸美氏 
 

山本講師より、全員活躍組織をつくるために欠かせない「制度づくり
（ハード）」「効果的なマネジメント（ソフト）」「企業文化の醸成（ハート）」
の 3要素のうち、企業にとって必要な教育体制について説明した。 
従業員を「資本」と考える「人的資本経営」への関心が高まる中、人事
戦略が経営戦略に紐づいていないことが課題である企業が多いこと
を指摘した。その上で、ダイバーシティや女性活躍を推進していくにあ
たって、「必要だと思うができていない取組み」として、「管理職・中堅
社員を対象とした研修」や「次世代リーダーの育成」などがアンケート
上位に上がる中、トップダウンとボトムアップ両サイドからの、それぞ
れの階層に合わせた教育研修が、効果的な相乗効果を生み出すこ
と、研修は１回きりで終わらせるのではなく、毎年継続して行うことが
重要であることを、先進的な企業の事例を紹介しながら説明した。 

 

●第 2 部 先進企業による取組事例発表（15:10～15:45） 

 
NTT西日本  
総務人事部 ESG推進室 ダイバーシティ推進担当  甲斐由記氏 

 
甲斐氏が、持続的な企業成長のためには、中長期的な視点で「D&Iの
重要性」を語ることのできる経営層のコミットメントが重要であること、
社内研修として、女性従業員向けプログラムで女性自身をインスパイ
アするのみならず、経営戦略として、上司向けの研修や、上司・部下
合同でのプログラムを実施していることを紹介。その他月に１回、全社
員向けに多様な切り口でセミナーも行うなど、様々な手法で継続的に
Ｄ＆Ｉを推し進めていることを説明した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

［実 施 概 要］ 

名 称 組織成果につながるダイバーシティ経営への転換「全員活躍組織のつくり方」②教育体制［ソフト］とマネジメント編 

開 催 日 時 2023年 8 月 8 日（火）13:30～16:30 

実 施 方 法 
ハイブリッド開催 

・会場：広島 YMCA国際文化センター3号館 2階 多目的ホール 

・Zoomによるオンライン配信 

主 催 広島県（受託事業者：ひろぎんエリアデザイン㈱） 

参 加 者 数 会場：20名、オンライン：66名 （オンデマンド配信あり） 

 

 

 

 

 

女性社員向け研修プログラムには、上長も一緒になって取り組んでいる。 



 
株式会社フジワラテクノアート 
代表取締役副社長  藤原加奈氏 

 
藤原氏が、20 年前は男性中心の組織だった同社が地道にダイバーシ
ティを推進し、現在は女性従業員が 20％（うち 7割が管理職を目指すコ
ース）にまでたどりついた道のりについて語った。また、ワークライフバ
ランスを保つための仕組みや制度を作るだけでなく、それを機能させる
ことが重要であり、そのために、従業員同士の関係の質を高める取組と
して、従業員の家族やOBなどステークホルダーとの良質な関係性を高
める活動を行っていることなどを紹介した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

●第 3 部 パネルディスカッション（15:45～16:15） 

 
山本講師、甲斐氏及び藤原氏によるパネルディスカッションを実施。 
 
「ダイバーシティ・女性活躍推進に取り組んでよかったこと」「取組を円滑
に進めるために留意すべきポイント」等についてディスカッション。 
 
甲斐氏 
「1on1 の実施は効果的。対話が、従業員のチャレンジへの後押しにな
っている」「人的資本投資は時間がかかるので、目先の利益に左右さ
れたり社内の反発が生まれたりもするが、そこを粘り強く、諦めずに継
続することが大切。」 
 
藤原氏 
「女性が活躍している職場は、男性も活躍できる職場であるということ
で、良い人材を獲得できるようになった。」「ダイバーシティ推進の取組
は、円滑に進めようとしすぎないこと。マイノリティが勇気を出して意見
を言うことで、最初はマジョリティとぶつかることもあり、大変さもある
が、それを乗り越えると見える景色が変わってくる。」 
 
 

社 

●受講者の声 

 
＜講演について＞ 
「社会の動き、国の動きを踏まえた上で、企業が求められていることを示唆いただいた。」「日本の人
材投資の意識の低さを当社も含めて改めて実感し、課題感を共有できました。」など。 
（95%以上（とても参考になった：53.9%、参考になった：41.5%）が参考になったと回答） 
 
＜先進企業による取組事例発表とパネルディスカッションについて＞ 
「ダイバーシティの取組はすぐには利益に直結せず、時間がかかるものではあるが、必ず成果に繋がっ
ていくというお話を聞き、自社でも壁にぶつかっても続けて取り組もうと思えました。」「優秀な女性
が活躍できる土台について、いろいろな経験を踏まえた話が聞けて参考になった。」など。 
（98%以上（とても参考になった：54.7%、参考になった：43.8%）が参考になったと回答） 
 
具体的なデータや実際のご経験に基づく話が豊富で、受講者の皆様の深い共感とやる気を生む研修

となったようです。 
 

ダイバーシティ推進を加速させる、マネジメントスキル向上のためのワークショップを実施し、成果を冊子化している。 



 

 

 

 


